




































































































































































































研究として Hopper & Thompson（１９８０）が挙げられる（７）。Hopper & Thompsonは表２の１０項目
の意味特徴が他動性の要因であるとし、この要因に当てはまるほど原型的他動に近く、その反
対であれば原型的自動に近づくとした。
本稿では、この Hopper & Thompsonの「他動性の意味特徴」を参考にカテゴリーを抽出する。
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